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 留萌市では、これまでの着実な食育推進活動の成果を踏まえ、第２次の取り組みをさらに発展す

るため、食育に対する実践の環を広げながら、この地域に住む誰もが、土地、風土から得られる豊

かな「食」への恩恵と幸せを享受し、ライフステージに応じた健康で豊かな暮らしが実現できるよ

う、地域、家庭、学校、幼稚園、保育園、地域ボランティア団体、ＮＰＯ法人、生産者、行政など

が連携しながら次のとおり食育を推進していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『知食』・・・地域の食材や生産現場、食文化、安全性などを知ることにより、「食」についての基礎と 

大切さ、「食」への感謝を学びます。 

『共食』・・・家族や地域住民などが食卓を囲んで共に食事をとりながら、コミュニケーションを図る 

ことにより、家庭や地域における食育の重要性について啓発、推進していきます。 

『健食』・・・健やかな生活を送る上で「食」は何よりもの基本です。健全な食生活の推進や、食と健康 

      との関わりを学びながら、食育を進めます。 

３．留萌市の目指す姿と本計画の基本方針 

 
 

第３次留萌市食育推進計画（2018-2022）

目指す姿
基本方針
（重点目標）

ライフステージ

「
知
食
」
「
共
食
」
「
健
食
」
に
よ
る
豊
か
な
暮
ら
し
の
実
現
へ

１）「食育」につい
ての理解と実践

２）地域の「食」を
知る体験・伝承

３）地産地消で
豊かな「食・
暮らし」の実現

４）食と健康の推進

乳・幼児期
（0～6歳）

学齢期
（7～18歳）

青・壮年期
（19～64歳）

高齢期
（65歳～）

推 進 目 標

1．哺乳、離乳、幼児食を正しく伝える

2．食べることへの興味、楽しさの経験

3．自然から食べる喜びを感じる

4．食べることから生活習慣を学ぶ

5．食に関する指導、啓発の充実

6．「給食」の教育的機能重視による充実

7．体験からの生産、流通過程知識の習得

8．正しい食習慣による健康管理の推進

9．次世代への伝達と家族や地域での共食の推進

10．地産地消による食への愛着心の醸成

11．食への関心付けと介護予防の推進


